
●政府与党は国会の会期を95日も延長し、傍若無人！こ問答無用で「戦争法案（軍全保瞳法案）」を
通そうとしていますが、国会周辺では6月14・24日に大きな抗議デモが奉り、′全国各地でも「反
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嶋1988年3月、一双葉町が原発の理解促進のため、

国選6号鱒から町の入田に設置したr康子力明る

－い朱筆のエネル亭－Jのアーチ。このスローガン
は当時小学6年だった大沼勇治さん（現在は茨城
‾県古河市に避難・移住）が考案したものです。
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●「国会奇書法学者三人＿が「憲法違反」と明確に説明し痛快だった」●「安倍さんの答
弁は傲慢で、まるで諌め王様だ」　●「中谷防衛大臣は害えることができないでいる」
●「東京五緒は返上して廃炉や放射能対策、復興を本気でやってほしい」●「沖縄も／福

島も「棄民」され「捨て石」な‾のか」等々‥・次号の観l肋
9条や駄脚こついてなど、あなたのご驚鬼をお寄せくださしヽ



○国会答弁で一層有名になうだ“小林‾鮪”慶応大学
法学部教授。本来は改憲の論客で自民党改憲草案
作成プロセスにも蘭わるが、出てきた草案をみて、
立欝主義を逸脱した幼稚な内容にびっくり仰天し呆
れ果て、96条改悪に対し反対にまわる。
0以来連日、政府与党の憲法無視や、立憲主義の無
理解の言動に、テレビや新聞、出版で厳しく批判
をくり返し、小気味良いお話ぶりです。
○その小林節教授と、議書の旗手弁護士伊藤真さん
の著作柑民党憲法改正事業にダメ出し食らわ
す日く2013年7月集允）から、「草案の前文」へ
の痛快なコメントを抜き出してみました。

いきなり国からほじ
まります（伊藤）

国民主権国家とは
えない表現＝ （伊藤）

現憲法の三大原理を
踏襲しており、明治
憲法へ戻るのでなく
て良い。く小林＞

御節介だ。
「法は遺徳、
に介入せず」
だろう＜小林＞

こんなことまで国に
言われた＜ないなあ・
‥しかも抑止力とか
言って近隣諸国にケ
ンカ腰の政治家から
は特に。（伊藤）

国民の自由や平和の
ためでなく、国家の
ための憲法。ここま
で国中心に徹しても
らうとかえって気持
らかいい。（伊藤）
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【自民党改憲草案1前文】※会報駄238も参照ください

であって、由
主義の下、立法、行政及び司法の
三権分立に基づいて統治される。
我が国は、
多の大災事を乗り越えて発展し、

和重義の下、諸外国
増進し、世界の平和

事的人儀電

日本国民は、

こに、この憲法を制定する。

文化、歴史、伝統を憲法に
入れろやだめでしょ。これ
らの評価は人それぞれなん
だから。特定の価値の押し
つけになる。（伊藤）

加害者としての反省は一言
もなし。（伊藤）

声慢話か続きます。

出ました、
国防精神！

（伊藤）

人権を尊重するのは、
まず国でしょうが。（伊藤）

そうか、我々はまず国を成
長させないと・‥個人の幸せ
は二の次。（伊藤）

βプ憲法鱒率い九条についてなどの「本」を・会員の皆様にこ推薦くだ亭い。


